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パ
レ
ス
ベ
い
あ
ん
７
Ｆ
シ
ャ
ン
テ
の
間
に
て

鷹蠅
が
で
は
珍
し
い
は
ど
降
り
積
った
ド
カ
雪
の

中
、
懐
か
し
い
面
々
が
元
気
よ
く
集
合
．

新
主
幹
事
の
‐３６

高
橋
氏
が
司
会
デ
ビ
ュ
ー
！

背
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
長

・
６
平
川

直
弘
会
長
よ
り
年
頭
の
ご
挨
拶
。
ご
持
参
の

「青

森
り
ん
ご
ワ
イ
ン
」
の
芳
醇
な
番
ヶ
を

一
同
楽
し

み
つ
つ
、
津
軽
地
方
の
厳
し
く
も
美
し
い
自
然
、

人
情

・
風
土
、
難
解
ナ
ル
方
言
な
ど
に
つ
き
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
も

と
、
自
己
紹
介
や
仕
事
の
お
話
、
よ
も
や
ま
話
な

ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
当
会

一
の
燃
え
る
男
、
中
２０
佐
藤

敦
久
氏
は
、現
役
新
宿
高
校
生
―

の
お
孫
さ
ん
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
れ
た

「六
中
行
進
曲
」
の

Ｃ
Ｄ
を
持
参
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
き
自

い
の
学
徒
動
員
体
験
も
交
え
緊
急
レ
ク
チ
ャ
ー
。

全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
の
地
を
遠
く
離
れ
て
な
お

「特
別

会
員
」
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
方
が
多
数
お
ら

れ
る
の
が
当
会
の
特
徴
の
一
つ
で
す
が
、
今
回
も

横
浜
か
ら
参
加
の
永
遠
の
若
大
将
、

３．
中
越
氏
に

加
え
、
日
立
製
作
所

（横
浜
市
勤
務
）
と
東
北
大

学
大
学
院
特
別
聴
講
生
の

「
二
足
の
草
戦
」
を
履

く
３８
矢
作
保
夫
氏
が
新
た
に
参
加
。
さ
ら
に
、
中

越
氏
ど
同
期
の
紅

一
点
３‐
長
久
保

（旧
姓
黒
住
）

明
美
氏
も
初
参
加
で
華
を
添
ぇ
ゎ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
残
念
な
が
ら
欠
席
さ
れ
ま
し
た
が
、

２
永
澤
秀
夫
氏
か
る
は
、
ご
自
身
が
東
北
大
学
未

来
化
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
進
め
て

い
る

「
知
能
型
福
祉
介
護
機
器
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
研
究
開
発
」
の
報
告
書
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

終
盤

「館
曲
安
」
大
改
修
工
事

へ
の
寄
附
を
緊

急
提
案
。
「ヶ
チ
ヶ
チ
ナ
ル
な
卜
」
一
事
麟
儡
鶴

案
の
支
出
額
が
三
度
も
上
方
修
正
さ
れ
る
ウ
レ
シ

イ
誤
算
Ｐ
と
な
り
ま
し
た
．

記
念
撮
影
の
後
、
■
の
締
め
く
く
り
は
ぉ
待
ち

か
ね
、
ず
ハ
中
健
児
の
歌
≒

今
回
欠
席
の
中
■
萩
原
大
先
■
に
代
わ
る
ビ

ン

チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
今
一場
の
中
越
氏
の
指
獅
で
全

員
で

， 品
』
か
に
斉
唱

い
た
し
ま
―
ンた
．

今
年
は
参
加
者
数
が
少
な
め
で
ぁ

っ
た
こ
と
も

あ
り
、　
＾
つ
の
テ
ー
フ
ル
を
出
ん
で
皆
か
膝
を
突

き
合
わ
せ
話
を
す
る
と
い
ぅ
、
終

賄̈
丁
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
、
当
会
の
原
点
に
帰

っ
た
ょ
う
な
寡
円
気
の

宴
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
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出
席
者

¨

２
小
野
寺
茂

・
４
．＝
井
餞
也

・
３
具
田
慎

一

９
吉
本
恭
規

・
”
武
田
■
■

・
”
清
――‐
啓
夫

一平
成
十
六
年
度
役

，
一

名
誉
会
長
　
島
内
武
文
　
顧
　
―――‐
　
本
――――
正
樹

〈バ
　
長
　
平
川
――――‐
弘
　
　
劇
会
長
　
［一＝
一
餞
也

ｉ
幹
事
　
―――ｌｉ
橋

・
降

幹
事

一ｉｌｌ‐
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局
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会
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）
ヽ
小
田
島
十

お
い
い

一
宮
城
県
に
転
勤
ま
た
は
入
学
さ
れ
ま
し

た
折
は
、
ぜ
ひ
と
も
■
務
局
す
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
．
官
城
朝
陽
同
窓
会
名
簿
を
■
し
あ
け
ま
す
．

ま
た
、
来
年
の
新
年
会
の
ご
案
内
も
お
知
ら
せ
い

一た
‐し
・‐́ェ
一り
．

負
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亀
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聯
」


